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　　第⊥8回報麟三会（定例会訥，

　　　　　　’議　；畢．次　第

日時　　昭和51年ワ月2⊥日㈱　牛後2時～4時

嚇’C鞘醗委鹸蜂皇儲’ 辷

議題　　　’・　　一　．．”ゴ　　　．　・’

．計器轡9月三思砂〕打上げ

　　　説明者　東京大章宇宙航空研究所教授．薯村民i也

　　　　　　　　　．1　圃“．　　ガ林亥直

　　　　　　　軸醗蘇団購　　・醐鍛
　　　　　　　　　ぞ’打璋繍長一．村尾臓
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　　　　　　　　　一　委18－1

第■ワ回宇宙開発委員会一（定例会議〉ト

　　　　●議　￥要　旨1

1　日時　　　昭和5：上年7月⊥4日㈱　午後2時～・4時

2　場所　　髄宇宙開発委員会会議室、

3　議題

　　（1）諸外国㈱け碑宙開発ρ鯛酪詰碁計敵つ駅

　　（2）実用衛星開発計画調査委託費による調査結果について

4酬　　㌦　’．，，ゴ
　　委1’7・「ユ　第み『叩宇宙開発歪員会（定例会議）盤面要旨・

　　委ゴ7－2　諸外寸における宇富開発の動向及び将来計画．
　　　　　　　　　　　　　　げる
　　委・7二3論敵飛騨蘇るろぺ略・シヤ，地
　　　　　r　の利用に卵する他心ρ開豆報告書’（要約）

　　委1ワー街ラゴ翼鏡ン神職ゆ肪ズ㌻ス∴、
　　　　　’畠　シャトルの利用に禽する調査報告書（要約）

5　出席者

　　　宇宙醗画会細長代理　　．網織1毅
　ノ　　〃　’　　委員　 ．　　　　　吉、識雅夫，

　　．、〃、＿㌧一〃　凧＼込曹一藤東禧．

　　　　〃　，一∫・〃　∫ジ、∴荒夢醸、文

　　関係省庁職員等

　　，科学技術庁研究岬四三曇，，　羽　、三巴．申，重，準，、

　　　工弓術院瞬懸　．’二三．杉捕　博
　　　　　　　　　　　　一　　9　　　　　　’（代理：木村）
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運三省大臣官房参筆官

気象庁総：務部長

ゼ，　郵政雀電波監理局審議官

　建設省大臣官房技術三三官

　逼輸省船舶局　　　　　　、　”

　　〃’航空局

事益澗

　科学技循庁研究調整局宇宙国除弓長
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　　　．．〈ユ）’第15回宇宙闘発委員会ワ（定例会議）議筆要旨について

　　　　　鴨　4頁工。行目八藤委員め発言の一一部訂正が了承された。”．

　　　　（2）前回議承要旨について　丁　、

　　　　　　郷回宇翻纐回忌聯要旨欄rれ∫
　　　　　挿・’㌧・．　㌦．　’　　・●ヴ
　　　　（3）．諸外図における宇宙開発の動向及び将来計画について

　　　　　．事務局から資料委■ワー・2に基づいて説萌が行われたのちく

・　以下の質獅答が行神孝・　∵』・1’
　　．ギ　園仙：米国のワ6年度予算は会計年度の変更による暫同期蘭の’

　　　　　　予算を含めたものか・　・　＿，　ゼ

12♪
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串参局：今回の資料では含まれていない・

網島：在外公館からの情報はよぐ入って来るのか・

畢右局：今回は調査項目を決めた上で、外務各を遍じて一律に調

　　査を依頼した。．

④　実用衛星開発計画調査委託費による調査結果について

諦馳翻エアー興鞭ついて説明が行わ塗のち・

　以下の質疑応答が行われた。

吉識：この調査結果は・科学的には大変興味深いが・それだけで

　　なく実用性のあるものにしていかなければならない・’そのた

　　利用轍手段を駅加翻㌍御“，離卿傍隙
’1二艶麗撃発憾め旅ついて工夫する嫉醐る・
斎酔わか夢解究都とつて・この分野の実験手鞠ミ使用可能’

　　となつし（おらずまだ少数の研究者しか関心を持ってい宏いの

　　で・広く翻させると騰に・具体蝉黙手段雄蕊・一

　　参加できる体制を整える必要がある。また、アメリカでは材

　　料メーカー等が研突に参加し｝ヒいるので外国入の参加が難し

　　くなっていること・シャトルを利用する場合でもA’Mpsのピ

　　よう姫戸科学の嫡曾ら実繕惣とρせてもちえ加

　　とと、今年の技術部会等ぺも要望が出されてきていること等

から・との問題麟回忌もとり上噛力儲面曙

　　実高調魁レ拠轡る腰拗るr．
吉識蔓翠巌環境では、新しい性質を持った物質がみつかる可能性

　　があり・早くみつけた方が晦というζともあるのでぜひや

　　　　　　　　　　　　　（3）

　　つてみたいが・実績カミないとシャトルの利用ができない。

　　しかし、炉の重量箪力等が大きいため、他の目的をもつた衛　　　。’

　　星にのせる6は七難であるので、他の方法で近似的に宇宙環

　　境を作って実験し、内容をしぼって進める等委員会としても

　　手が1がりを作ってやりたい・

網島：この鞭告：書を研究所や大学に配布して読んでもらい・いま
・＼

　　まで宇宙に関心のなかった人に與味を持ってもらうこととし・　　　黒

　　また宇宙の知識がある専門家にはテーマをしぼってもらうと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　いう二本立てで進めてはどうか・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！斎藤吟週の金曜日に行われる予卸経団連のシンポジウムはか

　　なり広範囲の人に呼びかけていると聞いており、科学拉衛庁一

　　においヱも部外に出せるような資料を用意してほしい。

　　またぐ騨・・ケット等を利用して曜究鑓め旅ついて・一

　　委員会としても整理していく必要がある。・

網島：技術部余に分科会を作ることも考えちれよう・

八藤：長期ビヲヨンとして整理することや当面行政府の政策問題’

　　とし．て考えることは必要であるが・委員会としてはシャトル

　　に対する態度その他の基本問題をつめてからにすべきである。　’●一

園山：本件はシヤト〃の利用ということで調査したものであるが、㌧

　　主客的には日本独自で実験できるものもあり’・今年は日本独

　　自の研究、実用化へめアブローーチということで、できるだけ

　　’広く衆知を集めて誰査を進め牽いb一　　　　　‘

　　　また、今秋には米国からシャトルの凶係者を招く予定であ

　　り＼シャトルの利用条件がわかると思う。場合によっては、

　　　　　　、 　　　④、
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将来ラボを借切　ることを想定しての実喩マ、考えられる。

　なお・一部はすでに米国へ持ちこみ、実検をしており、来三度

は特調費で研究を進める等できるものから順次進めていきたいと

考える。
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